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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第15期
第３四半期
連結累計期間

第16期
第３四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （百万円） 6,357 68,265 12,155

経常利益又は経常損失(△) （百万円） △636 29,979 263

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

（百万円） △1,573 19,104 △227

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △1,481 19,199 △95

純資産額 （百万円） 14,479 39,650 22,427

総資産額 （百万円） 17,623 62,426 26,492

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期(当期)純損失金額
(△)

（円） △21.08 237.50 △3.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － 236.88 －

自己資本比率 （％） 81.8 63.5 84.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △570 26,303 321

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 1,231 △53 976

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △327 △1,055 6,203

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（百万円） 9,628 42,065 16,818
 

　

回次
第15期
第３四半期
連結会計期間

第16期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

（円） △2.97 124.46
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．平成26年７月１日付で株式１株につき５株の株式分割を行っております。第15期の期首に当該株式分割が行

われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は四半期(当期)純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額を算定しております。

４．第15期連結会計年度及び第15期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金

額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期(当期)純損失であるため、記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

　なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの名称及び区分方法を変更しております。詳細は、

「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項 （セグメント情報等） セグメント情報」の「当第３四

半期連結累計期間　２．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

 
前第３四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日

　至　平成26年12月31日)

前年同四半期比

増減率

売上高(百万円) 6,357 68,265 973.7％

営業利益又は営業損失(△)
(百万円)

△509 29,927 －％

経常利益又は経常損失(△)
(百万円)

△636 29,979 －％

四半期純利益又は四半期純
損失(△)(百万円)

△1,573 19,104 －％
 

　
当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策や金融緩和を背景とした企業収益・雇用情勢の改善

が見られるなど全体としては緩やかな回復基調にあるものの、新興国経済の成長鈍化や円安による原材料価格上昇

などが懸念材料となり、先行き不透明な状況で推移しました。

インターネット関連業界におきましては、「平成26年版 情報通信白書」（総務省）によりますと、平成25年末の

スマートフォン世帯普及率は62.6％（前年比13.1ポイント増）と急速に普及が進んでおり、今後もスマートフォン

市場は更に拡大していくものと予測されます。

このような経済環境の中、当第３四半期連結累計期間の売上高は68,265百万円（前年同四半期比973.7％増）とな

り、営業利益は29,927百万円（前年同四半期は営業損失509百万円）、経常利益は29,979百万円（前年同四半期は経

常損失636百万円）、四半期純利益は19,104百万円（前年同四半期は四半期純損失1,573百万円）となりました。

 
セグメント別の業績は、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間から、報告セグメントの名称及び区分方法を変更しており、以下の前年同四半期

比較及び分析については、変更後の区分に基づいて記載しております。

　

① メディア・コンテンツ事業

 
前第３四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日

　至　平成26年12月31日)

前年同四半期比

増減率

売上高(百万円) 5,194 63,658 1,125.6％

　メディア事業(百万円) 4,932 3,632 △26.3％

　コンテンツ事業(百万円) 261 60,025 22,810.7％

セグメント利益(百万円) 1,002 31,198 3,011.7％
 

　
メディア事業：ソーシャル・ネットワーキング サービス「mixi」におきまして、コミュニティ・ニュース等の情

報の一部をインターネット開放し、コンテンツへの導線を強化するなど、同じ趣味・関心を持つ人同士を「mixi」

でつなげ、サービスの活性化を図っております。収益面では、ブラウザゲームにおいてデバイス環境の変化等の影

響から売上高が減少しておりますが、アドネットワーク広告の運用強化等を進めております。

コンテンツ事業：スマートフォンネイティブゲーム「モンスターストライク」は、簡単な操作で誰でも楽しめる

こと、一緒にいる友人と協力する仕組み（マルチプレイ）が特長であり、利用者が順調に増加してまいりました。

国内では平成26年３月よりTVCMを開始し、海外においても台湾・北米・韓国・中国と展開を進めた結果、平成27年

１月には全世界での利用者数が2,300万人を突破いたしました。収益面では、利用者増加に伴い売上高・利益ともに

順調に拡大しております。

この結果、売上高は63,658百万円（前年同四半期比1,125.6％増）、セグメント利益は31,198百万円（前年同四半

期比3,011.7％増）となりました。
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② ライフイベント事業

 
前第３四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日

　至　平成26年12月31日)

前年同四半期比

増減率

売上高(百万円) 1,029 4,390 326.6％

セグメント利益(百万円) 408 518 27.1％
 

　
求人広告事業、フォトブック事業、結婚支援事業を運営しております。

前第３四半期連結会計期間から結婚支援事業の連結を開始したこともあり、売上高は4,390百万円（前年同四半期

比326.6％増）、セグメント利益は518百万円（前年同四半期比27.1％増）となりました。

 

③ その他

 
前第３四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日

　至　平成26年12月31日)

前年同四半期比

増減率

売上高(百万円) 134 216 61.1％

セグメント損失(△)

(百万円)
△378 △333 －％

 

　
リサーチ事業やその他の新規事業を運営しております。

売上高は216百万円（前年同四半期比61.1％増）、セグメント損失は333百万円（前年同四半期はセグメント損失

378百万円）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

① 財政状態

当第３四半期連結会計期間の財政状態は、資産については流動資産が57,328百万円（前連結会計年度末比35,410

百万円増加）となり、主な要因としては、現金及び預金と売掛金の増加があげられます。固定資産は5,098百万円

（前連結会計年度末比522百万円増加）となり、主な要因としては、投資有価証券の増加があげられます。

負債については、流動負債が22,771百万円（前連結会計年度末比18,725百万円増加）となり、主な要因として

は、未払法人税等や未払消費税等の増加があげられます。固定負債は4百万円（前連結会計年度末比14百万円減少）

となりました。純資産は39,650百万円（前連結会計年度末比17,222百万円増加）となり、主な要因としては、利益

剰余金の増加があげられます。

 
② キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前連結会計年度末と

比べて25,247百万円増加し、42,065百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおり

であります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において営業活動により獲得した資金は26,303百万円（前年同四半期は570百万円の使

用）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が29,939百万円となったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は53百万円（前年同四半期は1,231百万円の獲

得）となりました。これは主に、定期預金の払戻による収入1,000百万円があったものの、投資有価証券の取得によ

る支出914百万円や有形固定資産の取得による支出108百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において財務活動により使用した資金は1,055百万円（前年同四半期は327百万円の使

用）となりました。これは主に、短期借入金の純増額599百万円があったものの、配当金の支払額が1,754百万円と

なったことによるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 264,000,000

計 264,000,000
 

 
② 【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成26年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成27年２月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 83,203,000 83,203,000
東京証券取引所
（マザーズ）

単元株式数は100株であ
ります。

計 83,203,000 83,203,000 － －
 

（注）「提出日現在発行数」の欄には、平成27年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成26年12月31日 － 83,203,000 － 7,034 － 7,004
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)
普通株式

 
2,780,000

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 80,404,400 804,044 －

単元未満株式 普通株式 18,600 － －

発行済株式総数  83,203,000 － －

総株主の議決権 － 804,044 －
 

 
② 【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社ミクシィ
東京都渋谷区東
一丁目２番20号

2,780,000 － 2,780,000 3.34

計 － 2,780,000 － 2,780,000 3.34
 

 
２ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 退任役員

役名及び職名 氏名 退任年月日

取締役
イノベーション
センター長

川崎　裕一 平成26年12月31日

 

 
(2) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長

メディアコンテ
ンツ事業本部長

 

モンストスタジ
オ エグゼクティ
ブプロデュー
サー

代表取締役社長

mixi事業本部長
 

モンストスタジ
オ エグゼクティ
ブプロデュー
サー

森田　仁基 平成26年８月１日

取締役
イノベーション
センター長

取締役
クロスファンク
ション本部長

川崎　裕一 平成26年８月１日

取締役
ライフイベント
事業本部長

取締役 投資事業本部長 西尾　修平 平成26年８月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 17,818 42,065

  売掛金 3,798 14,126

  その他 350 1,163

  貸倒引当金 △50 △28

  流動資産合計 21,917 57,328

 固定資産   

  有形固定資産 622 607

  無形固定資産   

   のれん 846 628

   その他 119 35

   無形固定資産合計 965 663

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,418 2,366

   その他 1,572 1,464

   貸倒引当金 △3 △4

   投資その他の資産合計 2,987 3,827

  固定資産合計 4,575 5,098

 資産合計 26,492 62,426

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 － 599

  未払金 1,595 3,747

  未払法人税等 213 11,381

  未払消費税等 － 3,295

  前受金 358 2,083

  預り金 1,538 1,482

  賞与引当金 281 132

  ポイント引当金 30 40

  資産除去債務 20 －

  その他 6 7

  流動負債合計 4,046 22,771

 固定負債   

  長期預り金 19 4

  固定負債合計 19 4

 負債合計 4,065 22,775
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,034 7,034

  資本剰余金 7,013 7,004

  利益剰余金 9,853 26,882

  自己株式 △1,661 △1,519

  株主資本合計 22,238 39,402

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 137 231

  その他の包括利益累計額合計 137 231

 新株予約権 46 10

 少数株主持分 5 5

 純資産合計 22,427 39,650

負債純資産合計 26,492 62,426
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 6,357 68,265

売上原価 2,309 7,051

売上総利益 4,048 61,213

販売費及び一般管理費 4,558 31,286

営業利益又は営業損失（△） △509 29,927

営業外収益   

 受取利息 3 4

 為替差益 37 49

 その他 12 12

 営業外収益合計 53 66

営業外費用   

 支払利息 － 1

 持分法による投資損失 152 －

 投資事業組合運用損 15 6

 その他 12 5

 営業外費用合計 180 13

経常利益又は経常損失（△） △636 29,979

特別利益   

 新株予約権戻入益 15 1

 特別利益合計 15 1

特別損失   

 固定資産除売却損 11 42

 減損損失 71 －

 特別損失合計 82 42

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△704 29,939

法人税、住民税及び事業税 184 11,504

法人税等調整額 685 △669

法人税等合計 869 10,834

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,573 19,104

少数株主損失（△） － △0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,573 19,104
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,573 19,104

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 92 94

 その他の包括利益合計 92 94

四半期包括利益 △1,481 19,199

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,481 19,199

 少数株主に係る四半期包括利益 － 0
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△704 29,939

 減価償却費 241 136

 減損損失 71 －

 のれん償却額 82 217

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △57 △21

 賞与引当金の増減額（△は減少） △111 △149

 受取利息 △3 △4

 支払利息 － 1

 為替差損益（△は益） △24 △34

 持分法による投資損益（△は益） 152 －

 投資事業組合運用損益（△は益） 15 6

 固定資産除売却損益（△は益） 11 42

 売上債権の増減額（△は増加） 713 △10,327

 未払金の増減額（△は減少） △94 2,190

 未払消費税等の増減額（△は減少） △56 3,295

 前受金の増減額（△は減少） 16 1,725

 預り金の増減額（△は減少） △367 △317

 その他 34 69

 小計 △77 26,767

 利息の受取額 5 4

 利息の支払額 － △1

 法人税等の支払額 △498 △467

 営業活動によるキャッシュ・フロー △570 26,303

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △2,000 －

 定期預金の払戻による収入 5,000 1,000

 有形固定資産の取得による支出 △40 △108

 無形固定資産の取得による支出 △77 △4

 投資有価証券の取得による支出 △408 △914

 投資有価証券の分配による収入 92 31

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△925 －

 事業譲受による支出 △303 －

 その他 △105 △57

 投資活動によるキャッシュ・フロー 1,231 △53

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） － 599

 自己株式の処分による収入 0 98

 配当金の支払額 △328 △1,754

 財務活動によるキャッシュ・フロー △327 △1,055

現金及び現金同等物に係る換算差額 94 53

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 428 25,247

現金及び現金同等物の期首残高 9,199 16,818

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  9,628 ※1  42,065
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日　至  平成26年12月31日)

（1）持分法適用の範囲の重要な変更

　空飛ぶ株式会社については第１四半期連結会計期間に保有する全株式を売却したため、持分法の適用範囲か

ら除外しております。
 

 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年12月31日)

現金及び預金勘定 10,628百万円 42,065百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,000百万円 －百万円

現金及び現金同等物 9,628百万円 42,065百万円
 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月15日
取締役会

普通株式 328 2,200 平成25年３月31日 平成25年６月10日 利益剰余金
 

（注）平成25年４月１日付で株式１株につき100株の株式分割、平成26年７月１日付で株式１株につき５株の株式分割

を行っておりますが、上記の１株当たり配当額については、株式分割前の実際の配当額を記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月14日
取締役会

普通株式 225 14 平成26年３月31日 平成26年６月９日 利益剰余金

平成26年11月７日
取締役会

普通株式 1,849 23 平成26年９月30日 平成26年12月11日 利益剰余金
 

（注）平成26年７月１日付で株式１株につき５株の株式分割を行っておりますが、平成26年５月14日取締役会決議の

１株当たり配当額については、株式分割前の実際の配当額を記載しております。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

メディア・
コンテンツ
事業

ライフイベ
ント事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 5,194 1,029 6,223 134 6,357 － 6,357

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

50 7 58 50 109 △109 －

計 5,245 1,036 6,281 185 6,467 △109 6,357

セグメント利益又は損
失（△）

1,002 408 1,410 △378 1,031 △1,541 △509
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リサーチ事業や当社イノベーショ

ンセンターによる新規事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△1,541百万円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない管理

部門等に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

その他 全社 合計メディア・コン
テンツ事業

ライフイベント
事業

計

減損損失 71 － 71 － － 71
 

(注) メディア・コンテンツ事業の減損損失は、株式会社ミクシィの地方拠点を閉鎖する意思決定を行ったこと、並び

に上海蜜秀網絡科技有限公司及び上海明希網絡科技有限公司を清算する意思決定を行ったことに伴うものであり

ます。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　「ライフイベント事業」において、当第３四半期連結会計期間に、株式会社Diverse及び株式会社コンフィアンザの

株式を取得し新たに連結子会社としたこと、また、「その他」において、連結子会社である株式会社ミクシィ・リサー

チがミステリーショッピングサービス「ショッパーズ・アイ」を事業取得したことに伴い、のれんが940百万円増加し

ております。なお、当第３四半期連結累計期間における、のれんの償却額は82百万円、未償却残高は1,036百万円であ

ります。
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当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

メディア・
コンテンツ
事業

ライフイベ
ント事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 63,658 4,390 68,048 216 68,265 － 68,265

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

3 17 20 26 47 △47 －

計 63,661 4,408 68,069 243 68,313 △47 68,265

セグメント利益又は損
失（△）

31,198 518 31,717 △333 31,383 △1,456 29,927
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リサーチ事業や当社イノベーショ

ンセンターによる新規事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△1,456百万円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない管理

部門等に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループは第１四半期連結会計期間から、事業ポートフォリオの拡大に合わせて報告セグメントの名称及び区

分方法を以下のとおりに変更しております。

　従来「ソーシャルネット事業」「Find Job !事業」としておりましたセグメントの名称を、第１四半期連結会計期

間から「メディア・コンテンツ事業」「ライフイベント事業」に変更しております。また、従来「ソーシャルネット

事業」に属していた事業を「メディア・コンテンツ事業」に移管し、従来「Find Job !事業」に属していた事業と、

「その他」に属していた事業の一部（フォトブック事業及び結婚支援事業）を「ライフイベント事業」に移管してお

ります。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損
失金額(△)

△21円08銭 237円50銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(百
万円)

△1,573 19,104

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純
損失金額(△)(百万円)

△1,573 19,104

普通株式の期中平均株式数(株) 74,661,745 80,439,425

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 236円88銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(株) － 210,291

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

（注）１．当社は、平成26年７月１日付で株式１株につき５株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

第16期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当について、平成26年11月７日開催の取締役会にお

いて、平成26年９月30日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,849百万円

② １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　23円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　平成26年12月11日

 

EDINET提出書類

株式会社ミクシィ(E05617)

四半期報告書

16/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成２７年２月６日
 

 

株式会社ミクシィ

 取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   中　　桐　　光　　康  印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   菊　　地　　　　　徹   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミ

クシィの平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２６年１

０月１日から平成２６年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年１２月

３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括

利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミクシィ及び連結子会社の平成２６年１２月３１日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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